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1. 概要及び目的

「1.防潮堤（鋼製防護壁）の耐震計算書に関する補足説明」及び「2. 防潮堤（鋼製防護壁）の

強度計算書に関する補足説明」における防潮堤（鋼製防護壁）の設計（以下「エ認設計」という。）

は，鋼製防護壁の自重，地震荷重及び津波荷重（以下「設計荷重」という。）が作用する部材に対

し，各種基準に基づく許容応力度設計法を適用した弾性設計を行っている。本章で対象とする接合

部においても，同様の設計を行っている。

この設計では，接合部であるアンカーボルトは，「鋼構造物設計基準(II鋼製橋脚編，名古屋高速

道路公社，平成 15年 10月）」に基づき設計しており，その基準は橋梁の設計を想定しているため，

防潮堤に作用する津波荷重のような大規模な水平荷重を想定していない。また，頂版鉄筋コンクリ

ートは，中詰め鉄筋コンクリート，中実鉄筋コンクリート，巻立て鉄筋コンクリート及び鋼管杭と

結合した構造となっている。このため，各部材に複雑かつ大きな応力が発生することが予想され

る。

以上より本章では，鉄筋コンクリート及び無筋コンクリートの材料非線形性を考慮でき，複雑な

応力を精緻に解析できる 3次元静的非線形解析（以下「 3次元解析（COM3)」という。）を用いて評

価を行う。具体的には，設計荷重により接合部に発生する軸力，モーメント及びせん断力に対し

て，その応力状態及び応力伝達を評価し，エ認設計の手法の妥当性を確認することを目的とする。

3次元解析 (COM3) の評価対象部材は，防潮堤（鋼製防護壁）の接合部である，アンカーボル

ト，ベースプレート及び鋼製防護壁からの荷重を直接負担する中詰め鉄筋コンクリートとする。加

えて，アンカーボルトから荷重が伝達される頂版鉄筋コンクリート（中詰め鉄筋コンクリートと併

せて以下「周辺鉄筋コンクリート」という。）も評価対象とする。

アンカーボルト及びベースプレートについては，設計荷重により接合部に発生する軸力，モーメ

ント及びせん断力から算定される応力度が許容限界以下であることを確認する。

周辺鉄筋コンクリートについても，アンカーボルト及びベースプレートと同様に確認する。

なお，中実鉄筋コンクリートは，軸方向鉄筋（鉛直方向）により周辺鉄筋コンクリートと一体化

されているため，併せて評価する。
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2. 基本方針

2. 1 位置

防潮堤（鋼製防護壁）の位置図を図 2.1-1に示す。

図 2.1-1 防潮堤（鋼製防護壁）の位慨図
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2.2 構造概要

防潮堤（鋼製防護壁）の構造図を図 2.2-1に示す。また， 3次元解析 (COM3) における評価部

材の設計上の役割を表 2.2-1に示す。

防潮堤（鋼製防護壁）は図 2.2-1に示すとおり，上部構造（以下「鋼製防護壁」という。）と下

部構造（以下「鋼製防護壁基礎」という。）から構成される。鋼製防護壁は，幅約 81m,高さ約

17 m,奥行き約 5mの鋼製の構造物であり，幅約 50mの既設構造物を横断し，既設構造物の側方

に配置した鋼製防護壁基礎を介して十分な支持性能を有する岩盤に設置する。

鋼製防護壁は図 2.2-2に示すとおり，下端標高T.P. +3. 20 mから天端標高T.P.+20.0mまでを

頂板鋼板を含めて 10層の鋼殻で構成される構造とする。各層は，堤軸方向の内部隔壁，堤軸直交

方向の鉛直隔壁及び水平隔壁並びにこれらを取り囲む外面鋼板により構成される鋼殻構造であ

り，施工性を考慮して分割したブロックを組み合わせることにより全体を構成する。

鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎との接合部の概要図を図 2.2-3に示す。また，接合部の構造図を

図 2.2-4～図 2．か9に示す。鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎はアンカーボルト及びベースプレート

によって剛結合されており，アンカーボルトは鋼製防護壁からの引抜き力を頂版鉄筋コンクリー

トに伝達する。鋼製防護壁の鋼殻内部の中詰め鉄筋コンクリートは，鋼製防護壁からのせん断

カ，水平回転モーメントを頂版鉄筋コンクリートに伝達する。

鋼製防護壁基礎は，図 2.2-10に示すとおり，既設構造物の南北両側に配置され，津波荷重等を

受ける鋼製防護壁を支持する構造である。本基礎は頂版鉄筋コンクリート，中実鉄筋コンクリー

ト，鋼管杭，及び巻立て鉄筋コンクリートで構成される。
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図 2.2-1 防潮堤（鋼製防護壁）全体の構造図
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表 2.2-1 3次元解析 (COM3) における評価部材の設計上の役割

評価部材 設計上の役割

アンカーボルト
鋼製防護壁からの引抜力を負担する。

(SM520B相当）

ベースプレート
アンカーボルトからの曲げ軸力，せん断力を負担する。

(SM490Y, SM570) 

頂版鉄筋コンクリート 鋼製防護壁からのせん断力，曲げ軸力を負担する。アンカーボルト，鋼管杭及び中詰め
鉄筋コンクリート，中実鉄筋コンクリート，巻立て鉄筋コンクリート内の鉄筋を定着す

(f'ck=50N／皿召） る。

中詰め鉄筋コンクリート 鋼殻内部の鉄筋コンクリートで，鋼製防護壁からのせん断力，水平回転モーメントを負

(f'ck=50N/mmり 担する。

中実鉄筋コンクリート
鋼製防護壁からのせん断力，曲げ軸力を負担する。

(f'ck=50N/mmり
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最上段（T.P.+20.0m) 

水平隔壁

鉛直隔壁（堤軸直交方向）

内部隔壁（堤軸方向）

外面錆板

a部

z
 

ビx

鉛直捕剛材

． 
ヽ． 

｀` 
． 
‘̀ （ベー

* a部詳細図は向き
を時計回りに90°

<a部詳細図＞
回転している。

最下段(T.P+320 m) アンカーポルト ・

・ベースプレートは銅殻（外面銅板）に溶接

・アンカーポルトはベースブレートにナットにより固定

ナット

ペースブレート．．ヽ

｀ ヽ

ナット

<b部詳細図＞

図 2.2-2 鋼製防護壁の構造概要図
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リート

図 2.2-3 鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎の接合部概要図
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図 2.2-4 鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎の接合部構造図（南基礎： A-A断面）

図 2.2-5 鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎の接合部構造図（南基礎： B-B断面）
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図 2.2-6 鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎の接合部構造図（南基礎： c-c断面）

図 2.2-7 鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎の接合部構造図（南基礎： D-D断面）
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図 2.2-8 鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎の接合部構造図（南基礎： E-E断面）

図 2.2-9 鋼製防護壁と鋼製防護壁基礎の接合部構造図（南基礎： F-F断面）
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2.3 エ認設計及び3次元解析（COM3) における断面力の取り扱い

2. 3. 1 エ認設計

工認設計では，接合部で発生する断面力をアンカーボルトと周辺鉄筋コンクリートが負担

する断面力に分けて評価する。接合部各部材の荷重伝達イメージを図 2.3-1に示す。

アンカーボルトは，設計荷重による軸力， X軸回りのモーメント及びY軸回りのモーメン

トの断面力をアンカーボルトの引抜き力に換算して評価する。なお，ベースプレートもアン

カーボルトと同様に評価する。

周辺鉄筋コンクリートは，設計荷重による X軸方向のせん断力， Y軸方向のせん断力及び

z軸回りのモーメント（以下「水平回転モーメント」とい う。）の断面力に対して評価する。

Sx 

2

ピ
z

ビ

Y 鑢紅
（紀置万向）

アンカーポルトに作用する断面カ

（引抜き力はアンカーポルトのみで負担する．）

y 虹而匹
（甚直命）

周辺鉄筋コンクリートに作用する断面カ

（せん断力（水平力）及び水平回転モーメントは
鉄筋コンクリートのみで負担する．）

図 2.3-1 接合部各部材の荷重伝達イメージ（エ認設計）
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2. 3. 2 3次元解析 (COM3) 

工認設計では，接合部で発生する断面力をアンカーボルト及びベースプレートと周辺鉄筋

コンクリートそれぞれに分担して評価するが， 3次元解析（COM3) では，接合部で発生する

全断面力に対して各部材を評価する。接合部の荷重伝達イメージを図 2.3-2に示す。

3次元解析（COM3) では，設計荷重により発生する軸力，水平回転モーメント， X軸回り

のモーメント， Y軸回りのモーメント， X軸方向及びY軸方向のせん断力の断面力を対象と

して，アンカーボルト，ベースプレート及び周辺鉄筋コンクリートの評価を行う。

Sx 

ビ
ー 引抜きカ

|アンカーポルト 1 

z
 
Y 軸方向鉄筋
（鉛直方向）

接合部の各部材に作用する断面カ

図 2.3-2 接合部の荷重伝達イメージ (3次元解析（COM3)) 
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2.4 検討方針

2.4. 1 検討条件

(1) 使用材料及び材料の物性値

使用材料及び材料の物性値は，「2. 防潮堤（鋼製防護壁）の強度計算書に関する補足説

明」の「4.3 使用材料及び材料の物性値」に示す。

(2) 地盤の物性値

地盤の物性値については「2. 防潮堤（鋼製防護壁）の強度計算書に関する補足説明」の

「4.4 地盤の物性値」に示す。

(3) 荷重及び荷重の組合せ

荷重及び荷重の組合せについては，「2. 防潮堤（鋼製防護壁）の強度計算書に関する補足

説明」の「4.5 荷重及び荷重の組合せ」に示す。

3次元解析 (COM3) に用いる荷重は，耐震評価及び耐津波評価のうち鋼製防護壁に対して

荷重が最大となり，接合部への負担が大きくなる敷地に遡上する津波の津波荷重と余震荷重

が同時に作用する（以下「重畳時」という。）荷重とする。余震荷重の地震動はSd-D 1と

する。

(4) 許容限界

評価部材における評価項目と許容限界を表 2.4-1に示す。

表 2.4-1 評価部材における評価項目と許容限界

許容限界

評価部材 材質 評価項目 （敷地に遡上する津波） 基準類

項目 N/mm2 

引張応力
短期許容

355 

アンカーボルト
鋼材 応力度

適用基準＊1
(SM520B相当） 引抜きカ 短期許容

（付着応力） 付着応力度
6 

鋼材フランジ
直応力

短期許容
355 

ベース (SM490Y) 応力度
適用基準＊1

プレート 鋼材：リブ 短期許容

(SM570) 
直応力

応力度
450 

周辺鉄筋コンク
コンクリート

圧縮応力
短期許容

適用基準＊2
(f'ck=50N/mmり 応力度

32 

リート・
SD685 660 適用基準＊3

中実鉄筋コンク
鉄筋 SD490 引張応力

短期許容
478. 5 適用基準＊3

リート 応力度
SD390 339.9 適用基準＊4

注記 ＊1 ：鋼構造物設計基準(II鋼製橋脚編，名古屋高速道路公社，平成 15年 10月）

*2：道路土エカルバートエ指針（平成21年度版）（日本道路協会，平成22年 3月）

*3：道路橋示方書(I共通編・ W下部構造編）・同解説（日本道路協会，平成 24年 3月）

*4:コンクリート標準示方書［構造性能照査編］（土木学会， 2002年制定）
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2.4.2 3次元解析（COM3) による評価フロー

3次元解析（COM3)による評価フローを図 2.4-1に示す。

3次元解析（COM3)は， 「2.防潮堤（鋼製防護壁）の強度計算書に関する補足説明」で行った3

次元静的フレーム解析の結果に基づき，アンカーボルトの照査値が最も厳しくなる南基礎を対象とし

た解析モデルを設定する。

1次元有効応力解析により算定される地盤変位，加速度（設計震度）を用いて， 3次元静的フレー

ム解析を行う。3次元静的フレーム解析により鋼製防護壁支間部の南基礎側端部の断面力を抽出し，

その断面力を3次元解析 (COM3)モデルの南基礎側端部に設定した剛な平面に入力する。3次元解

析 (COM3)への断面力の受渡しイメージを図 2.4-2に示す。

3次元解析（COM3)により，アンカーボルト及び周辺鉄筋コンクリートを一体構造として解析

し，評価部材に発生する応力度が許容限界以下であることを確認する。
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仕様註定

裕析モデル作成

3 研フレーム

①支間部断面力の抽出

3次元静的フレーム解析

鋼製防護壁 ・鋼製防ii壁基礎を一体でモデル化する。
・鋼製防穫壁基隧は祖梁 （構造輝性梁）とその周囲の仮想剛梁
で構成し，仮想剛梁に地盤バネを投定する．
・鋼製防穫壁は，支柱部・支間部を集約した構造燐性梁でモデ
ル化する．

支間召既紺五カの袖出

知モデル作成

3次（COM3)

応傭の池出

＂平信iJ
・アンカーボ）U
・ベースプレ叶ヽ
•中＇古め鉄筋エ.,-,,J -1’ヽ
・頂且桟痴ング）ート
•中冥鉄配ン）ート

②接合部の評価

3次元解析(COM3)

•南墨随箇所をモデル化する．
・銅製防護壁の鋼穀及びベースプレートをシェル要素でモデル
化する．
・コンクリート部はソリッド要素によりモデル化し．中詰め鉄
筋コンクリート， r員版鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コンク
リートは配筋を反映した鉄筋コンクリート要素を適用し材料
非線形性を考慮する．
・銅管杭及び巻立て鉄筋コンクリートは非緑形梁要素でモデル
化する．
・アンカーポルトはパイリニア型非線形梁要素でモデル化する．
3次元静的フレーム解析で抽出された断面力及び支柱部に｛乍
用する荷重を用いて 3次元解析 (CO}(3)を実施する．

~ーー一 解析データの受液しを示す．

図 2.4-1 3次元解析（COM3) による評価フロー及び断面力の受渡し
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3次元解析（COM3)で
考慮する支間部断面カ

・・-・・・・・・・{．の抽出位

ミ` ．

（北

3次元許的フレームモデル

真皇・量

こ、7} r....、
i 
I : 

• -. l.. 9 1 

均□—―、 一9 、ヽ ．
3次元静的フレーム解析で抽
出した断面力を3次元解析
(COM3)に受渡す．

Y
 

基渾償）

3次元解析(OOM3)モデル

図 2.4-2 3次元解析（COM3)への断面力の受渡しイメージ

4-16 
19 



3. 解析方法

3. 1 3次元静的フレーム解析（支間部断面力の抽出モデル）

3次元静的フレーム解析モデルにおいて，鋼製防護壁基礎は「2. 防潮堤（鋼製防護壁）の強度

計算書に関する補足説明」の 「4.9.4 解析モデル及び諸元（重畳時）」，「4.9.6 地盤バネと地盤

反力係数の設定」に示すモデルと同様とし，鋼製防護壁は支柱部・支間部を集約した構造弾性梁

でモデル化する。

3次元静的フレーム解析では， 1次元有効応力解析から算定される地盤変位及び加速度（設計

震度）から求められる応答変位，慣性力及び動水圧並びに津波荷重を 3次元静的フレーム解析モ

デルに入力する。また，津波荷重及び動水圧に等価な荷重の並進成分 (Y軸）と回転成分 (X

軸）を鋼製防護壁（構造弾性梁）に作用させる。これらの設計荷重に対して 3次元静的フレーム

解析を行い，鋼製防護壁支間部の南基礎側端部に発生する断面力を抽出する。この断面力を外力

として 3次元解析（COM3) に入力する。

3次元静的フレーム解析モデルの概念図を図 3.1-1に示す。

津波荷重

動水圧

細製防艘堅基程ー

凡例：構漠弾性梁でモデル1kした梱製防諄壁に作用する荷章

び ：溝波荷重及び動水田こ等ぼ涸重の並追成分（切向並追）

3次元招析(COM3)で

ヰ宕1部断面力 1 〖ヽ ：溝波荷重及び動水田ご等官よ荷重の年9諏分(X年田
．渾波丙重及び動水圧l；；；細製防腹壁をモデル化した構造
彊性梁に作用する。

2
 

y
 

図 3.1-1 3次元静的フレーム解析モデルの概念図
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3. 2 

3. 2. 1 

3次元解析（COM3) 

解析モデル

3次元解析（COM3) に関する荷重，断面力及び地盤バネのイメージを図 3.2-1に示す。

3次元解析モデルの要素分割図を図 3.2-2に示し，解析モデル断面図を図 3.2-3に示す。

鋼製防護壁の鋼殻及びベースプレートをシェル要素でモデル化し，コンクリート部はソリッ

ド要素でモデル化する。中詰め鉄筋コンクリート，頂版鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コン

クリートは，いずれも配筋を反映した鉄筋コンクリ ート要素または無筋コンクリート要素か

らなる材料非線形モデルとする。配筋を反映した要素の配置を図 3.2-3に示す。巻立て鉄筋

コンクリ ート及び鋼管杭は，非線形梁要素でモデル化する。

非線形梁要素でモデル化する。

地盤バネは，「2. 防潮堤（鋼製防護壁）の強度計算書に関する補足説明」の「4.9.6

バネと地盤反力係数の設定」と同様に設定する。

以上のとおり設定したモデルに， 3次元静的フレーム解析で抽出された鋼製防護壁支間部

の南基礎側端部に発生する断面力及び支柱部に作用する設計荷重を入力し，評価部材に発生

するひずみを算出する。 3次元解析（COM3) において作用する荷重及び荷重の作用方向のイ

アンカーボルトはバイリニア型

地盤

メージを図 3.2-4に示す。

徊製防餞壁 Mx z
 
t
’’
 

N :軸力
M,.; X軸回りのモーメント
M.,: y軸回りのモーメント
M,,: Z軸回りのモーメ ント
（水平回転モーメン ト）

S,.: X軸方向のせん断力
s.,: y軸方向のせん断力

津汲丙重

動水圧

アンカーポルトを引抜く

回転モーメント

3次元静的フレーム解祈から受涯される
支間部断面カ

立て寧
ンクリート

zし
ピ
｀

ベ 吝｀
＇ • 9 , ,. , 
し： ： 、, .
: : : 
: : : 
: : : ．， 、.. 、
.' . '.、，． 、
....J し・-”°」

z
 
Y
 

yz面

授合部に作用する

水平回転モーメント

頂コンクリート
巻立て鉄筋コンクリート
中実鉄筋コンクリート
地盤パネ要素
（全面）

、“--"' 

方向地盆I¥ネ）
＊ 

Y
 

.-----------.. 
1 渾濃荷重 ： 
'-----------.:: 
------------＇ 動水圧 I 
l ----;;_-.:, :;;;:-_ ---I 

綱管杭
x
 

X 面

図 3.2-1 3次元解析（COM3) に関する荷重， 断面力及び地盤バネのイメージ
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ペースプレート

防潮堤 （鋼製防護壁）構造図

中話め鉄茄

コンクリート

ベースプレート

（シェル要素）

アンカーポルト

（バイリニア

非線形梁蔓素）

立て鉄筋コンクリー

（字紐形梁要素）

杭

（非絨形梁

ベースブレート
（シェル賽素）

中実鉄筋コンクリート

（ソリッド要素）

3次元解析(COM3)モデル

中誌め餃筋コンクリート
（ソリッド蔓素）

立て餓5コンクリート

V '. l i~-- ..... ツ‘J.、 4 11ドー 鯛讐杭

l員厖該屈コンクリート
（ソリッド璽素｝

3次元解析(COM3)モデル

（接続部拡大）

アンカーポルト
（パイリニア型
非繰形梁要饗）

リブ（ベースプレ

（シェル要素）： 

3次元解析(COM3)モデル

（中詰め鉄筋コンクリート，頂版鉄筋コンクリート）

下フランジ（ベースプレート）
（シェル蔓素）

上フランジ（ペースブレート）
（シェル雙素）

/ 

リブ（ペースブレート）間のグラウト
（ソリッド蔓素）

3次元解析(COM3)モデル

（アンカーポルト及びベースプレート）

固 3.2-2 3次元解析(COM3)モデルの要素分割図
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A 

A
 

杭 位置図

3次元解析{COM3)モデル （接続部拡大）

--- --------ど-9i題壁よ一――

鋼製防護壁

津波方向

← 
← 

紡題竺杢段ー

中詰め鉄筋コンクリート上位

アンカーポルト

ん断捐強筋＿038
頂版鉄筋コンクリート上
ー・・一―-------------- “·~—• •• •· 

杭頭捐強筋-051

立て銀筋コンクリート軸方向鉄筋の
定万部-051

z
 

呻鉄筋コンクリート下靖
- - ・疇•

y
 

A-A断面

図 3.2-3 解析モデル断面図
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3次元静的フレーム解祈か
ら受渡される支間部断面カ
の入力位置
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図 3.2-4 3次元解析（COM3) において作用する荷重及び荷重の作用方向のイメージ
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3. 2. 2 検討ケース

3次元解析（COM3) の設計荷重は「2.4 検討方針」で述べたとおり，耐震評価及び耐津

波評価のうち，鋼製防護壁に作用する荷重が最大となる敷地に遡上する津波による重畳時の

荷重とする。

地盤バネは，「2. 防潮堤（鋼製防護壁）の強度計算書に関する補足説明」で行った 3次元

静的フレーム解析の結果に基づき，アンカーボルトの照査値が厳しくなる地盤バネ4とす

る。

検討ケースは，津波荷重と余震荷重の方向に着目した組合せケースであり，堤軸直交方向

（津波荷重方向）の係数を最大の1.0とする。

検討ケースにおける組合せ係数を表 3.2-1に示し，検討ケースの荷重の概念図を図 3.2-5 

に示す。

表 3.2-1 検討ケースにおける組合せ係数

組合せ係数

重畳時 x方向 Y方向 z方向
（堤軸方向） （堤軸直交方向） （鉛直方向）

慣性カ -0. 4 +1. 0 +o. 4 

応答変位 -0. 4 +1.0 

動水圧 -0. 4 +1. 0 +o. 4 

圧

上部慣性力／
動水圧(X方句xQ.4) N 

上部慣性力／
勤水圧（Y方向X1.0) 

記鸞

地聾応答変位
(Y方向xl,O)

（北割）

3次元静的フレームモデル

歎地に遡よする淳波(Y方向1O) + 
余霙時（X方向；04,Y方向；10,Z方向：04)

荷重モデル

図 3.2-5 検討ケースの荷重の概念図
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4. 評価方法

4. 1 アンカーボルト及びベースプレートの評価

アンカーボルト及びベースプレートは，引抜き力に抵抗する部材であり，鋼構造物設計基準(II

鋼製橋脚編，名古屋高速道路公社，平成 15年 10月）の「7.2 アンカー部の設計方法」を参考

に，引抜き力に対してアンカーボルト，ベースプレート及びアンカーボルトとコンクリートとの

付着について評価する。

アンカーボルトの評価は，アンカーボルトに発生する応力度及びアンカーボルト定着部のコン

クリートに発生する付着応力度が許容限界以下であることを確認する。ベースプレートの評価

は，ベースプレートに発生する応力度が許容限界以下であることを確認する。

4.2 周辺鉄筋コンクリートの評価

周辺鉄筋コンクリートの評価は，コンクリート及び鉄筋に発生する応力度が許容限界以下であ

ることを確認する。

なお，中実鉄筋コンクリートについても，周辺鉄筋コンクリートと同様にコンクリート及び鉄

筋に発生する応力度が許容限界以下であることを確認する。
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5. 評価結果

5.1 

5. 1. 1 

アンカーボルト及びベースプレートの評価結果

アンカーボルトの発生応力度

アンカーボルトの配置図を図 5.1-1に， アンカーボルトに発生する応力度分布図を図

5. 1-2に示す。

アンカーボルトの発生応力度は o. 16で最大応力度が発生しており，発生応力度は221

/mm2となる。

設計荷重に対してアンカーボルトの発生応力度が許容限界以下であることを確認した。

アノ”ーホルト

津波方向

／ 
／ 
／ 口 ：アンカーポJL.卜醤号

図 5.1-1 アンカーボルトの配置図

全
目
[
N
)

Jf{[tQ'J(J) --1 
-
11
~
ー
〖
入
ト

400 

300 

200 

100 

゜-1(X) 
゜

—← 発生応力度 (N/mm2)

--—· 許容限界 355 N/mm2 

12 24 36 

アンカーボルト番号

48 60 

図 5.1-2 アンカーボルトの発生応力度分布固
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5. 1. 2 アンカーボルト定着部の発生応力度の評価

引抜き力によりアンカーボルト定着部に発生する応力は， NE角部 (No.16)で最大とな

る。 NE角部 (No.16)のアンカーボルトの発生応力度及び発生付着応力度の応力深度分布函

を図 5.1-3に示す。

アンカーボルトの発生応力度は，定着部下端から定着部上端に向かって発生応力が増加す

ることが確認された。また，付着応力度は， T.P.+2.0 m付近で最大となり， T.P. +1. 0 m付

近で最小となる。

設計荷重に対してアンカーボルト定着部の発生応力度が許容限界以下であることを確認し

た。

霞大引張のNE角部E側

—← 発生応力度 (N/1I1112)

許容限界 355N/mm2 

5 

45 

4 

3.5 

3 

:'§ 2 5 

2 

工 15 
←: 

05 

゜4)5 
゜
100 200 300 400 

最大引張のNE角部E側

ー→ー 発生応力度(N/mmり

--—許容限界 6 N/rnm2 

3
 ---25 
？ 

全...::: 1.5 

アンカーポルトの応力度 (N/血 2)

d

.

↑
 
5

0

 ゚

L定着部上端「-----・・ 

定着部下端-----
-05 
-2 0 2 4 6 8 

鉛直付着応力度 (N/imn2)

▽T.P.+3.2 m 

図 5.1-3 NE角部 (No.16)でのアンカーボルトの発生応力度及び発生付着応力度の応力深度分布函
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5. 1. 3 ベースプレートの評価

(1) 上下フランジ（ベースプレート）

下フランジ（ベースプレート）に発生する直応力度が最大値を示す東西 (Y)方向の応

カコンター図を図 5.1-4に示す。

下フランジ（ベースプレート）の直応力度は，北東角部付近で最大応力度351N/mm2が発

生する。

設計荷重に対して上下フランジ（ベースプレート）の発生応力度が許容限界以下であるこ

とを確認した。

フランジ 短期許容

（ベースプレート） 1応力度
774 

s糾90Y 355ll/m 

24464 

l91 53 

Y
 

邸 85

x
 

お43

85.32 

32214 

-73幽

・1271 

-18021 

＋ ：引張側

ー ：圧編側

アンカーポルト

（パイリニア
非線形梁蔓素）

リブ（ベースブレート）間のグラウト
（ソリッド蔓素）

図 5.1-4 上下フランジ（ベースプレート）の直応力度コンター図
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(2) リブ（ベースプレート）

リプ（ベースプレート）に発生する直応力度の応カコンター図を図 5.1-5に示す。

リブの直応力度は，北西角部付近で最大応力度262N/mm2が発生する。

血計荷重に対してリブ（ベースプレート）の発生応力度が許容限界以下であることを確認

した。

リブ

（ベースブレート）

SM570 

＇ 
•L 

南

q
•
ー
・

容

t

許

度

彫
50 

期
力
短
応

4

”“t;::: ・150
4X  

＋ ：弓1張側
ー ：圧縮側

上フランジ（ペースブレート）
（シェル要素）

リブ（ベースブレート）間のグラウト
（ソリッド要素）

図 5.1-5 リプ（ベースプレート）の直応力度コンター図
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5.2 周辺鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コンクリートの評価結果

5.2. 1 評価結果総括表

3次元解析 (COM3) では評価部材のひずみが算出されるため，ひずみを応力に換算して評

価する。 3次元解析（COM3) の結果，各要素において発生応力度が許容応力度以下であり，

弾性範囲内であることを確認した。

周辺鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コンクリートにおけるコンクリートの評価結果総括を

表 5.2-1に，鉄筋の評価結果総括を表 5.2-2に示す。

コンクリートについては中詰め鉄筋コンクリートの南北 (X)方向及び頂版鉄筋コンクリ

ートの鉛直 (Z)方向の照査値0.75が最大となり，鉄筋については頂版鉄筋コンクリートの

上面軸方向鉄筋 (SD685)の東西 (Y)方向が照査値0.96となり最大となる。

以上のことから，周辺鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コンクリートのいずれについてもコ

ンクリート及び鉄筋の発生応力度が許容限界以下であることを確認した。

表 5.2-1 周辺鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コンクリート評価結果総括表（コンクリート）

部材 方向
発生応力度＊1 短期許容応力度

(N/mmり (N/mmり
照査値

X 
南北

23. 7 32 0. 75 

中詰め鉄筋 Y 
コンクリート 東西

21. 8 32 0.69 

z 
鉛直

16. 1 32 0.51 

X 
南北

15. 5 32 0.49 

頂版鉄筋 Y 
コンクリート 東西

18.2 32 0.57 

z 
鉛直

23. 5 32 0. 74 

X 
南北

5.6 32 0. 18 

中実鉄筋 Y 
コンクリート 東西

9.8 32 0.31 

z 
鉛直

23.8 32 0. 75 

注記 ＊1 :発生応力度＝ひずみXヤング係数（コンクリートのヤング係数： 3.3 X 104 N/mmり
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表 5.2-2 周辺鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コンクリート評価結果総括表（鉄筋）

発生
短期

部材 方向
鉄筋

種別 応力度＊1 許容 照査値
材質 応力度

(N/rnmり
(N/mmり

X SD390 せん断補強鉄筋 245.4 339.9 0. 73 

南北 SD490 鉛直貫通鉄筋のフープ筋 223.6 478. 5 0.47 

中詰め鉄筋 Y SD390 せん断補強鉄筋 317.2 339.9 0.94 
コンクリート 東西 SD490 鉛直貫通鉄筋のフープ筋 230.8 478.5 0.49 

z 
SD490 鉛直貫通鉄筋 265.8 478.5 0. 56 

鉛直

SD390 杭頭接合部のフープ筋 231. 6 339.9 0. 69 

X 
SD490 上面軸方向鉄筋 328.8 478.5 0.69 

南北 SD490 下面軸方向鉄筋 384.4 478.5 0.81 

SD490 
側面・鉛直貫通鉄筋の

202.0 478. 5 0.43 
フープ筋

SD390 杭頭接合部のフープ筋 292.6 339.9 0.87 

SD685 上面軸方向鉄筋（東側） 629.8 660 0.96 

Y 
SD490 上面軸方向鉄筋（西側） 438.6 478.5 0.92 

頂版鉄筋
東西 SD490 下面軸方向鉄筋（東側） 409.6 478.5 0.86 

コンクリート
SD685 下面軸方向鉄筋（西側） 611. 0 660 0.93 

SD490 
側面・鉛直貰通鉄筋の

400.0 478.5 0.84 
フープ筋

SD390 せん断補強鉄筋 317.2 339.9 0.94 

SD490 鉛直貰通鉄筋 445.0 478.5 0.93 
z 杭頭接合部のせん断補強鉄筋
鉛直 SD490 

及び外周の鉛直方向鉄筋
375.8 478. 5 0. 79 

SD685 
杭頭接合部の軸方向鉄筋

510.6 660 0. 78 
（鉛直方向）

X SD390 せん断補強鉄筋 306.4 339.9 0.91 

南北 SD490 フープ筋 177.2 478.5 0. 38 

中実鉄筋 Y SD390 せん断補強鉄筋 288.2 339.9 0.85 
コンクリート 東西 SD490 フープ筋 360.4 478.5 0. 76 

z 
SD490 鉛直貫通鉄筋 441.6 478.5 0.93 

鉛直

注記 ＊1 ：発生応力度＝ひずみXヤング係数（鉄筋のヤング係数： 2.0 X 105 N/mmり
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5.2.2 

(1) 

中詰め鉄筋コンクリート

コンクリート（南北 (X)方向）

中詰め鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のひずみコンター図を図 5.2-1に，評価対象位

置を図 5.2-2に示す。

南北（X)方向のひずみは，北西角付近で最大圧縮ひずみ719μが発生する。

南北（X)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。

コンクリートの
設計基準強度
---•一•一“'__
50 N／間

許容ひずみ

755JJ, 

図 5.2-1 

＞． 

•如

-≪)() 

四

xs 

＋：引張

ー：圧編

中詰め鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のひずみコンター固

A-A断面図

西
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函 5.2-2 中詰め鉄筋コンクリートの南北 (X)方向の評価対象位慨
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(2) コンクリート（東西 (Y)方向）

中詰め鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のひずみコンター図を函 5.2-3に，評価対象位

慨を図 5.2-4に示す。

東西（Y)方向のひずみは，北東角付近で最大圧縮ひずみ660μが発生する。

東西（Y)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。

コンクリートの
設計基準強度-
50 N/間

許容ひずみ

755u 

Y
 

•四

→ 

知

”,5 

＋ ：引張

ー ：圧縮

函 5.2-3 中詰め鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のひずみコンター囮

西
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ー
し
／

．．．
、心

... 

圧．し

許価対
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観
―

..IIてn::,ン,.,→
●●鑢

図 5.2-4 中詰め鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向の評価対象位置
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(3) コンクリート（鉛直 (2)方向）

中詰め鉄筋コンクリートの鉛直 (2)方向のひずみコンター図を図 5.2-5に，評価対象位

置を図 5.2-6に示す。

鉛直（2)方向のひずみは，北西角付近で最大圧縮ひずみ487μが発生する。

鉛直（2)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。

Y 

コンクリートの
設計基準彊度
，．皿••••.●●●●●-●●●●●●

50 N/畔

許容ひずみ

・200 

心

4 

”'s 

755u 

＋ ：弓I張
ー ：圧編

固 5.2-5 中詰め鉄筋コンクリー トの鉛直 (Z)方向のひずみコンター図
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函 5.2-6 中詰め鉄筋コンクリートの鉛 (Z)方向の評価対象位置
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(4) せん断補強鉄筋（南北方向）

中詰め鉄筋コンクリートの水平せん断力に対する補強鉄筋として，南北 (X)方向のせん

断補強鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-7に，評価対象位置を図 5.2-8に示す。

南北（X)方向のせん断補強鉄筋のひずみは，北東箇所で最大ひずみ1227μが発生する。

南北 (X)方向のせん断補強鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。

4009 

使用材料

SD685 

SD490 ＿ 
S0390 

降伏ひずみ

3425μ 

2450μ. 

一1950μ. 

許容Uずみ

3300μ 

2393 μ. ＿ 
1700 μ. 

南

Y
 

，

ヽ

ヽ
ノ
ン
｝
．
ー、

東

：最大ひずみ発生位置

3300 

2393 

170~ 

10印

図 5.2-7 中詰め鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のせん断補強鉄筋 (SD390)

ひずみコンター図

゜＋ ：引張側ー ：圧編側
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図 5.2-8 中詰め鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のせん断補強鉄筋 (SD390)

評価対象位置

の
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(5) 鉛直貫通鉄筋のフープ筋（南北方向）

中詰め鉄筋コンクリートの水平回転モーメントに対する補強鉄筋として，鉛直貫通鉄筋の

南北（X)方向のフープ筋のひずみコンター図を図 5.2-9に，評価対象位置を函 5.2-10に

示す。

鉛直

発生する。

鉛直貫通鉄筋の南北 {X)方向のフープ筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認

した。

通鉄筋の南北 (X)方向のフープ筋のひずみは，北東角付近で最大ひずみ 1118μが

使用材

S0685 

S0490 ＿ 
S0390 

降伏Uすみ

3425μ 

·— 
2450μ ＿ 
1950μ. 

許吝Uずみ

3300μ 

一2393 μ. ＿ 
1700μ 

西

Y
 

東

4000 

3300 

2393 

"OO 

1000 

゜＋：引張側ー：圧縮側

通鉄筋の南北 (X)方向のフープ筋 (SD490)の

口 ：最大ひずみ発生位置

図 5.2-9 中詰め鉄筋コンクリートの鉛直

ひずみコンター図

A-A断面図
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図 5.2-10 中詰め鉄筋コンクリートの鉛直貫通鉄筋の南北 (X)方向のフープ筋 (SD490)

評価対象位置

の
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(6) せん断補強鉄筋（東西方向）

中詰め鉄筋コンクリートの水平せん断力に対する補強鉄筋として，東西 (Y)方向のせん

断補強鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-11に，評価対象位置を固 5.2-12に示す。

東西（Y)方向のせん断補強鉄筋のひずみは，東面付近で最大ひずみ 1586μが発生する。

東西（Y)方向のせん断補強鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。

400, 

使用材

$0685 

$0490 ＿ 
$0390 

降伏ひずみ

3425μ 

2450μ 

一1950μ 

許容ひずみ

3300μ 

2393μ ＿ 
1700μ 

3300 

x
 

北

磁 3

17印

100D 

〇 ：最大ひずみ発生位置

図 5.2-11 中詰め鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のせん断補強鉄筋 (SD390)

ひずみコンター図
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図 5.2-12 中詰め鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のせん断補強鉄筋 (SD390)

評価対象位置

の

4-35 
38 



(7) 鉛直貫通鉄筋のフープ筋（東西方向）

中詰め鉄筋コンクリートの水平回転モーメン トに対する補強鉄筋として，鉛直

東西 (Y)方向のフープ筋のひずみコンター図を図 5.2-13に，評価対象位置を函 5.2-14に

示す。

鉛直貫通鉄筋の東西 (Y)方向のフープ筋のひずみは，北

発生する。

鉛直貫通鉄筋の東西 (Y)方向のフープ筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認

した。

通鉄筋の

角付近で最大ひずみ 1154μが

4000 

便用材

S0685 

S0490 ＿ 
$0390 

許容Uずみ

3300μ ．1-一・
?393μ 

一1700 μ. 
3300 

西

函 5.2-13
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(8) 鉛直貫通鉄筋（軸方向鉄筋（鉛直方向））

中詰め鉄筋コンクリートの鉛直 (Z)方向の鉛直

に，評価対象位置を図 5.2-16に示す。

鉛直貫通鉄筋の鉛直 (Z)方向の軸方向鉄筋のひずみは，南東角付近で最大ひずみ 1329

が発生する。

鉛直貫通鉄筋の鉛直 (Z)方向の軸方向鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認

通鉄筋のひずみコンター函を図 5.2-15
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した。
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5.2.3 

(1) 

頂版鉄筋コンクリート

コンクリート（南北 (X)方向）

頂版鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のひずみコンター図を図 5.2-17に，評価対象位置

を図 5.2-18に示す。

南北（X)方向のひずみは， アンカーボルト下方の南側で最大圧縮ひずみ470μが発生す

る。

南北（X)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。

コンクリートの
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／
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図 5.2-17 頂版鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のひずみコンター図
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(2) （東西（Y)方向）

頂版鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のひずみコンター図を図 5.2-19に，評価対象位置

を図 5.2-20に示す。

東西 (Y)方向のひずみは， 北東角付近の底面で最大圧縮ひずみ550μが発生する。

東西 (Y)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。

コンクリート

.7, 

コンクリートの
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図 5.2-19 頂版鉄筋コンクリー トの東西 (Y)方向のひずみコンター図
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函 5.2-20 頂版鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向の評価対象位置
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(3) コンクリート（鉛直 (Z)方向）

頂版鉄筋コンクリートの鉛直 (Z)方向のひずみコンター図を図 5.2-21に，評価対象位置

を図 5.2-22に示す。

鉛直（Z)方向のひずみは，ベースプレートの北西角付近で最大圧縮ひずみ712μが発生

する。

鉛直（Z)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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図 5.2-21 頂版鉄筋コンクリートの鉛 (Z)方向のひずみコンター図
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(4) 杭頭接合部のフープ筋（南北方向）

頂版鉄筋コンクリートの杭頭接合部における南北 (X)方向のフープ筋のひずみコンター

図を図 5.2-23に，評価対象位置を図 5.2-24に示す。

杭頭接合部の南北 (X)方向のフープ筋のひずみは，北

生する。

杭頭接合部の南北 (X)方向のフープ筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認し

角付近で 大ひずみ 1158μが発

た。
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(5) 面軸方向鉄筋（南北方向）

頂版鉄筋コンクリートの南北 (X)方向の

に，評価対象位置を図 5.2-26に示す。

南北（X)方向の上面軸方向鉄筋のひずみは，頂版鉄筋コンクリートの東側で最大ひずみ

1644 μが発生する。

南北 {X)方向の

面軸方向鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-25

面軸方向鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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囮 5.2-25 頂版鉄筋コンクリ ー トの南北 (X)方向の
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(6) 下面軸方向鉄筋（南北方向）

頂版鉄筋コンクリートの南北 (X)方向の下面軸方向鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-27

に，評価対象位置を図 5.2-28に示す。

南北（X)方向の下面軸方向鉄筋のひずみは，頂版鉄筋コンクリートの南側で最大ひずみ

1922 μが発生する。

南北（X)方向の下面軸方向鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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(7) 側面・鉛直貫通鉄筋のフープ筋（南北方向）

頂版鉄筋コンクリートの水平回転モーメントに対する補強鉄筋として，側面 ・鉛直貫通鉄

筋の南北 (X)方向のフープ筋のひずみコンター函を函 5.2-29に，評価対象位置を図

5.2-30に示す。

側面・鉛直貫通鉄筋の南北 (X)方向のフープ筋のひずみは，北東付近で最大ひずみ 1010

μが発生する。

側面・鉛直貫通鉄筋の南北 (X)方向のフープ筋の発生ひずみが許容限界以下であること

を確認した。
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(8) 杭頭接合部のフープ筋（東西方向）

頂版鉄筋コンクリートの杭頭接合部における東西 (Y)方向のフープ筋のひずみコンター

図を図 5.2-31に，評価対象位置を固 5.2-32に示す。

杭頭接合部の東西 (Y)方向のフープ筋のひずみは，東側で最大ひずみ 1463μが発生す

る。

杭頭接合部の東西 (Y)方向のフープ筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認し

た。
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(9) 面軸方向鉄筋（東西方向，東側）

頂版鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向の上面軸方向鉄筋（東側）のひずみコンター固を

図 5.2-33に，評価対象位置を図 5.2-34に示す。

東西（Y)方向の上面軸方向鉄筋（東側）のひずみは，頂版鉄筋コンクリートの北東付近

で最大ひずみ3149μが発生する。

東西（Y)方向の上面軸方向鉄筋（東側） の発生ひずみが許容限界以下であることを確認

した。
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(10) 面軸方向鉄筋（東西方向，西側）

頂版鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向の上面軸方向鉄筋（西側）のひずみコンター固を

図 5.2-35に，評価対象位置を函 5.2-36に示す。

東西（Y)方向の上面軸方向鉄筋（西側）のひずみは，頂版鉄筋コンクリートの北東付近

で最大ひずみ2193μが発生する。

東西（Y)方向の上面軸方向鉄筋（西側） の発生ひずみが許容限界以下であることを確認

した。
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(11) 下面軸方向鉄筋（東西方向，東側）

頂版鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向の下面軸方向鉄筋（東側）のひずみコンター函を

図 5.2-37に，評価対象位置を図 5.2-38に示す。

東西（Y)方向の下面軸方向鉄筋（東側）のひずみは，頂版鉄筋コンクリートの北西付近

で最大ひずみ2048μが発生する。

東西 (Y)方向の下面軸方向鉄筋（東側） の発生ひずみが許容限界以下であることを確認

した。
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(12) 下面軸方向鉄筋（東西方向，西側）

頂版鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向の下面軸方向鉄筋（西側）のひずみコンター図を

図 5.2-39に，評価対象位置を図 5.2-40に示す。

東西 (Y)方向の下面軸方向鉄筋（西側）のひずみは，頂版鉄筋コンクリートの北西付近

で最大ひずみ3055μが発生する。

東西（Y)方向の下面軸方向鉄筋（西側）

した。
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(13) 側面・鉛直貫通鉄筋のフープ筋（東西方向）

頂版鉄筋コンクリートの水平回転モーメントに対する補強鉄筋として，側面 ・鉛直貫通鉄

筋の東西（Y)方向のフープ筋のひずみコンター固を固 5.2-41に，評価対象位骰を図

5.2-42に示す。

側面・鉛直貫通鉄筋の東西 (Y)方向のフープ筋のひずみは，北西の鉛直貫通鉄筋で最大

ひずみ2000μが発生する。

側面・鉛直貫通鉄筋の東西 (Y)方向のフープ筋の発生ひずみが許容限界以下であること

を確認した。
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(14) せん断補強鉄筋（鉛直方向）

頂版鉄筋コンクリートの鉛直 (Z)方向のせん断補強鉄筋のひずみコンター図を図

5.2-43に，評価対象位置を図 5.2-44に示す。

鉛直（Z)方向のせん断補強鉄筋のひずみは，北東付近で 大ひずみ 1586μ,が発生す

る。

鉛直 (Z)方向のせん断補強鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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(15) 鉛直貫通鉄筋（軸方向鉄筋（鉛直方向））

頂版鉄筋コンクリートの鉛直 (Z)方向の鉛直

に，評価対象位置を固 5.2-46に示す。

鉛直貫通鉄筋の鉛直 (Z)方向の軸方向鉄筋のひずみは，北東角付近で最大ひずみ2225

μが発生する。

鉛直貫通鉄筋の鉛直 (Z)方向の軸方向鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確

通鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-45

認した。
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図 5.2-45 頂版鉄筋コンクリートの鉛直 (Z)方向の鉛 通鉄筋 (SD490)
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(16) 杭頭接合部のせん断補強鉄筋及び外周の鉛直方向鉄筋（鉛直方向）

頂版鉄筋コンクリートの杭頭接合部の鉛直 (Z)方向のせん断補強鉄筋及び外周の鉛直方

向鉄筋ひずみコンター図を図 5.2-47に，評価対象位置を図 5.2-48に示す。

杭頭接合部の鉛直（Z)方向のせん断補強鉄筋及び外周の鉛直方向鉄筋のひずみは，北東

のせん断補強鉄筋で最大ひずみ 1879μが発生する。

杭頭接合部の鉛直 (Z)方向のせん断補強鉄筋及ぴ外周の鉛直方向鉄筋の発生ひずみが許

容限界以下であることを確認した。
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図 5.2-48 頂版鉄筋コンクリートの杭頭接合部の鉛直 (Z)方向のせん断補強鉄筋 (SD490)の及び

外周の鉛直方向鉄筋（SD490)評価対象位置
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(17) 杭頭接合部の軸方向鉄筋（鉛直方向）

頂版鉄筋コンクリートの杭頭接合部の軸方向鉄筋（鉛直 (Z)方向）のひずみコンター函

を図 5.2-49に，評価対象位置を図 5.2-50に示す。

杭頭接合部の軸方向鉄筋（鉛直 (Z)方向）のひずみは，東側の下端で最大ひずみ2553

μが発生する。

杭頭接合部の軸方向鉄筋（鉛直 (Z)方向）の発生ひずみが許容限界以下であることを確

認した。
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口： 最大ひずみ発生位置

頂版鉄筋コンクリートの杭頭接合部の軸方向鉄筋（鉛直 (Z)方向） （SD685) 
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5. 2. 4 

(1) 

中実鉄筋コンクリート

コンクリート（南北 (X)方向）

中実鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のひずみコンター図を図 5.2-51に，評価対象位置

を図 5.2-52に示す。

南北（X)方向のひずみは，西寄りの上部で最大圧縮ひずみ 169μが発生する。

南北（X)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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図 5.2-51 中実鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のひずみコンター図

A-A断面図

西

ど 文
ヽ

・. 
‘ ―● ・. ・.:. 
-. 

↑
↑↑ 

坪価対

•aて重●コンデ,-►

●曹●

図 5.2-52 中実鉄筋コンクリートの南北 (X)方向の評価対象位置
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(2) コンクリート（東西 (Y)方向）

中実鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のひずみコンター函を図 5.2-53に，評価対象位置

を函 5.2-54に示す。

東西（Y)方向のひずみは，南面の上部付近で最大圧縮ひずみ 298μが発生する。

東西（Y)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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(3) (Z)方向）

中実鉄筋コンクリートの鉛直 (Z)方向のひずみコンター図を図 5.2-55に，評価対象位置

を図 5.2-56に示す。

鉛直（Z)方向のひずみは，北東角付近の上部で最大圧縮ひずみ720μが発生する。

鉛直（Z)方向の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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(4) せん断補強鉄筋（南北方向）

中実鉄筋コンクリートの南北 (X)方向のせん断補強鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-57

に，評価対象位置を函 5.2-58に示す。

南北（X)方向のせん断補強鉄筋のひずみは，西側で最大ひずみ 1532μ,が発生する。

南北（X)方向のせん断補強鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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(5) フープ筋（南北方向）

中実鉄筋コンクリートの水平回転モーメントに対する補強鉄筋として，南北 (X)方向の

フープ筋のひずみコンター函を函 5.2-59に，評価対象位置を図 5.2-60に示す。

南北 (X)方向のフープ筋のひずみは，南西角付近で最大ひずみ886μが発生する。

南北（X)方向のフープ筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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(6) せん断補強鉄筋（東西方向）

中実鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のせん断補強鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-61

に，評価対象位置を固 5.2-62に示す。

東西（Y)方向のせん断補強鉄筋のひずみは，北側で最大ひずみ 1441μが発生する。

東西（Y)方向のせん断補強鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認した。
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(7) フープ筋（東西方向）

中実鉄筋コンクリートの水平回転モーメントに対する補強鉄筋として，東西 (Y)方向の

フープ筋のひずみコンター図を固 5.2-63に，評価対象位置を固 5.2-64に示す。

東西（Y)方向のフープ筋のひずみは，北西角付近で最大ひずみ 1802μ,が発生する。

東西（Y)方向のフープ筋のせん断補強鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確

認した。 4000 
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S0390 

許容Uずみ

3300 μ. -?393μ ＿ 
1700 μ. 

X y 

口 ：最大ひずみ発生位置
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図 5.2-63 中実鉄筋コンクリートの東西 (Y)方向のフープ筋 (SD490)
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(8) 鉛直貫通鉄筋（軸方向鉄筋（鉛直方向））

中実鉄筋コンクリートの鉛直 (z)方向の鉛直貫通鉄筋のひずみコンター図を図 5.2-65に，

評価対象位置を図 5.2-66に示す。

鉛直貫通鉄筋の鉛直 (Z)方向の軸方向鉄筋のひずみは，南西角

が発生する。

鉛直貫通鉄筋の鉛直 (Z)方向の軸方向鉄筋の発生ひずみが許容限界以下であることを確認

端で最大ひずみ2208μ 

した。
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図 5.2-65 中実鉄筋コンクリートの鉛 (Z)方向の鉛 通鉄筋 (SD490)のひずみコンター固
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6. まとめ

工認設計は，設計荷重を受けた部材に対し，各種基準類に基づく許容応力度設計法を適用した弾

性設計を行っている。

この設計手法の妥当性を確認するため，鉄筋コンクリート及び無筋コンクリートの材料非線形性

を考慮でき，複雑な応力を精緻に解析できる 3次元解析 (COM3) を用いて，設計荷重による断面カ

が接合部に発生した場合の評価を行った。

アンカーボルト，ベースプレート，周辺鉄筋コンクリート及び中実鉄筋コンクリートのいずれに

ついても，発生応力度が許容限界以下であることを確認した。

以上より，設計荷重による断面力が接合部に発生する場合においても，エ認設計で用いる設計手

法が妥当であることを確認した。
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